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   Congenital absence of the vas deferens has been rarely reported and a literature 
review also shows that this condition is rather uncommon. Here we reported five cases 
of this anomaly, three occured bilaterally and two unilaterally. 
   All cases ever reported in Japan was tabulated. Bilateral absence of the vas is obviously 
a cause of sterility in the male and should be kept in our mind when we examine a 
childless couple.
緒 官
先天性精管欠如症 は比較的稀 な疾 患 で あ つ
て,本 邦においては昭和12年の佐藤 の報告以来
わつかに10数例を算 えるのみであ り,近 来男子
不妊症 との関連性 におい て重要視 さ れ つ つ あ
る.著 者は昭和31年に偏側性精管欠如症の1例
を報告 し,さ らに昭和33年に偏側 の1例 お よび
両側性欠如症の2例 について簡単 に記載 した.
最近 において更に1例 の両側性欠損症を経験 し





































































































































































































































































膜の軽度の肥厚はみられるが,大部分は正 常 で あつ
て,造精現象も可成り良好である.間細胞にも著変を
みとめない(図4)
総 括 な ら び に 考 按
本症は1775年JohnHunterによる記載 を初
めとし,以 後散発的に剖検例 の報告がみられ る






一方 自家経験例を も含 めた本邦 におけ る報告
例は表1の 如 く18例であつて,そ の内訳は両側
精管欠如症10例,偏側性 のものは8例 である.
本邦 におけ る第1例 は昭和12年(1937)の佐
藤 に よる右側欠如 に同側の副睾丸腫脹 を伴 う症
例であつて,こ の例 は6人 の子女 を 有 し て い
る.本 邦第2例 は小林 の報告 によるもので,同
側 の副睾丸 も欠如 していた症 例である.第3お
よび第4例 は,我 々の教室か らの報告例であつ
て,特 に第4例 は前 立腺腫瘍 の診断 の下に両側
精 管切 断術 を行な うべ く陰嚢内容 を 露 出 し た
所,右 側精管 の欠如を発見 した症例 であつた.
第5例 の中野 の症例は,他 側 の精管閉塞 を伴 っ
た左側精管 欠如症で,男 子不妊症 の病因検索中
に発見 されたものの本邦 における第1例 で あっ
た.し か しこの中野の報告を含め て,戦 前 の報
告は5例 にすぎず,か つ次の原 口等の報告例 ま
で10数年間は全 くその報に接 しなかつた.昭 和
31年になつて第6例 が原 口 ・井 口および山脇 に
よつて報告 されたが,本 例は不妊 を主訴 とす る
両側精管 欠如症 の本邦第1例 であつた.こ れ と
相前後 して本報第7例 即 ち後藤 ・酒徳 の偏 側性
精管欠如症が報告 され,こ れ らの報告 に より泌
尿器科 医の興味 を得 て,以 降第8例 より第18例
までの報告がなされ た.
これ らの本邦報告例 の変遷 の特色は,戦 前の
報告はすべて偏側性 のものであつて,合 併症,
例えば副畢 丸疾患や前立腺疾患 の診療 に際 して
偶 然発見 されたものが4例 で,男 子不妊症 と関
連 して発見 されたのは中野の1例 にすぎない.
これに反 して戦 後に報告 され た13例は両側性10
例,偏 側性3例 で両 側性 の ものが圧倒 的に多数
である.し か もその内11例が男子不妊症 として




ら1957年にいたる5年 間 に精液 に異常所見をみ
とめた107例の男子不妊症 に対 して睾丸生検法
をこころみた所,正 常睾丸組織像 を呈 したのは
10例で あつて,こ の内精神障碍 に よる1例 をの
ぞ く9例 即ち8.4.o/oが精路通過障碍 に よる不妊
症 であつた.こ の9例 の通過 障碍 の内2例 に精
管欠如症 をみ とめた(自 験第2,4例)の で,
本症 の対全男子不妊症患者数百分率は1.1%Fに































3例,即 ち6.oo/.との価 は驚異的であ る.対 無
精子症患者百分率 としてはCharny&Simm.
onsの5%,Michelon390K,Sandler3～5
%と の値が発表 されてい る(表2)酒 徳の男
子不妊症 の研究 にお いては,無 精子症は71例で
あるからその頻度は約3%と な る.
また対陰嚢 内手術例数 の頻度 としてはDirr
の0.05%F,Staehlerの0.2%と云 う数字 が示 さ
れている.こ の様に精管 欠如症,特 に両側性
のものはこれを念頭において観察すれば,さ ほ









発生学的考察 としては最近百瀬等 が極め て詳
細に記載を行 つてい るので省略す るが,今 後は
男子不妊症に対 する臨床的観察が確実 に行なわ




精管欠如症は比較的稀な状態 と考 えられ てい
るが,そ の両側性のもの3例,偏 側性 のもの2
例,計5例 を経験 したので,こ れ らの症例につ
いて記載を行 なうとともに,本 邦 におけ る報告
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図2自 験第1例,左 精管敏如症の精路X線 像.
嬰 ∴・㌦.,凄 ゼ渦鴇 ゆ
騰総簸
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